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当センターの出版物はイスラームの真の姿

を伝え， 日本における西欧的誤解や曲解を正

すことにある。

その焦点に位置するのが， 「剣の宗教｣脂

仰の強制」という「ジハード」の歪められた

イメージかも知れない。本書はジハードが

「虚偽と偶像の呪縛から人類を解放するため

の奮闘努力」であることを解明するものであ

る。
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々
や
一

一
、
戦
争
と
平
和

イ
ス
ラ
ー
ム
の
理
想
は
全
宇
宙
の
す
べ
て
の
も
の
Ｉ
有
形
の
も
の
、
無
形
の
も
の
、
生
命
の
あ
る
も
の
、
生
命

の
な
い
も
の
、
森
羅
万
象
ｌ
が
創
造
主
（
ア
ル
ラ
ー
）
の
定
め
に
従
っ
て
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
安
定
な
状
態
を

実
現
す
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
れ
は
サ
ラ
ー
ム
（
平
安
）
で
あ
り
、
別
の
い
い
方
を
す
れ
ば
イ
ズ
ラ
ー
ム
的
生
活
と
は

平
和
を
求
め
る
努
力
で
あ
る
と
い
っ
て
も
よ
い
。

平
和
と
は
何
か
。
イ
ス
ラ
ー
ム
で
い
う
平
和
の
意
味
は
、
こ
れ
を
一
個
の
人
間
に
例
を
と
れ
ば
、
そ
の
人
の
心
と

体
の
調
和
、
平
衡
を
意
味
し
、
ひ
い
て
は
親
子
兄
弟
、
夫
婦
、
親
族
、
な
ど
血
族
関
係
、
友
人
、
同
僚
な
ど
個
人
対

個
人
の
関
係
か
ら
社
会
全
体
の
関
係
に
お
よ
び
、
更
に
国
と
国
と
の
関
係
、
地
球
と
他
の
惑
星
と
の
関
係
、
太
陽
系

と
他
の
天
体
と
の
関
係
、
大
宇
宙
の
構
成
に
ま
で
限
り
な
く
広
範
囲
に
及
ぶ
バ
ラ
ン
ス
（
均
衡
）
の
と
れ
た
状
態
を

指
す
の
で
あ
る
。

こ
の
小
論
で
は
平
和
の
意
味
を
一
応
人
間
生
活
の
分
野
に
限
定
し
、
主
と
し
て
人
間
の
精
神
的
バ
ラ
ン
ス
、
物
質

面
で
の
バ
ラ
ン
ス
、
又
精
神
対
物
資
の
バ
ラ
ン
ス
、
社
会
生
活
上
の
地
位
や
貧
富
の
バ
ラ
ン
ス
、
国
際
間
の
力
の
（

ジ
ハ
ー
ド
（
聖
戦
）
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ラ
ン
ス
な
ど
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

戦
争
ｌ
勿
論
イ
ス
ラ
‐
ム
的
見
解
の
下
に
お
い
て
で
あ
る
が
ｌ
と
は
人
間
生
活
の
全
般
に
わ
た
っ
て
、
不
安

定
な
状
態
を
正
常
な
状
態
に
調
整
回
復
す
る
行
為
（
努
力
）
で
あ
る
。
必
ず
し
も
国
と
国
、
又
は
集
団
と
集
団
の
意

図
的
あ
る
い
は
偶
発
的
な
暴
力
（
実
力
行
使
）
現
象
だ
け
で
な
く
、
広
義
に
解
す
れ
ば
、
個
人
の
心
の
中
に
も
戦
争

は
あ
り
得
る
の
で
あ
る
。
勿
論
常
識
的
に
戦
争
と
は
人
類
の
集
団
的
闘
争
で
、
そ
の
最
大
の
姿
は
国
家
又
は
国
家
集

団
の
実
力
行
使
で
あ
る
。
イ
ス
ラ
ー
ム
に
お
い
て
、
戦
争
に
関
し
て
ま
ず
最
初
に
重
要
視
す
る
の
は
、
戦
争
の
真
の

目
的
と
動
機
に
つ
い
て
で
あ
る
。
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二
、
ジ
ハ
ー
ド
（
聖
戦
）
の
意
味
‐

ジ
ハ
ー
ド
は
ア
ラ
ビ
ア
語
の
ジ
ャ
ー
ハ
ダ
（
彼
は
努
力
し
た
）
か
ら
出
た
も
の
で
、
ク
ー
ウ
ー
ド
（
怠
慢
、
無
為
、

遠
慮
、
無
気
力
、
消
極
的
、
引
込
み
思
案
、
ぐ
う
た
ら
、
座
食
な
ど
を
意
味
す
る
）
の
反
語
で
あ
る
。
従
っ
て
ジ
ハ

ひ
つ
せ
い

－
ド
は
奮
闘
努
力
、
勇
往
適
進
、
積
極
的
、
活
気
、
前
向
き
に
取
り
組
む
、
全
力
投
球
、
頑
張
り
、
畢
生
の
力
を
振

り
し
ぼ
っ
て
働
く
こ
と
の
意
味
を
持
ち
、
イ
ス
ラ
ー
ム
で
は
時
に
不
正
不
義
邪
悪
の
思
想
、
感
情
、
行
為
、
又
は
社
会

状
況
、
国
家
事
態
に
対
し
て
敢
然
と
身
を
挺
し
て
闘
争
す
る
こ
と
を
い
う
。
一
般
的
に
は
聖
戦
と
訳
さ
れ
て
い
る
海

こ
れ
は
ジ
ハ
ー
ド
を
狭
義
に
限
定
し
た
場
合
で
あ
る
。

ジ
ハ
ー
ド

ジ
ハ
ー
ド

世
間
の
一
部
で
は
聖
戦
な
る
語
を
著
し
く
誤
解
し
て
、
「
イ
ス
ラ
ー
ム
は
い
つ
も
聖
戦
な
る
名
の
下
に
戦
争
を
行

い
教
え
を
広
め
て
来
た
」
と
述
べ
る
人
が
あ
る
が
、
こ
の
誤
れ
る
見
解
に
つ
い
て
も
、
こ
の
小
論
の
中
で
鮮
明
に
し

次
に
ジ
ハ
ー
ド
と
キ
タ
ー
ル
（
抗
争
、
格
闘
、
戦
闘
、
実
動
）
と
は
行
動
上
の
相
似
点
は
あ
る
が
、
厳
密
に
は
ニ

ュ
ア
ン
ス
の
異
な
る
語
で
あ
る
。
キ
タ
ー
ル
は
実
動
そ
の
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
動
機
の
如
何
は
問
わ
れ
な
い
が
、

キ
ク
１
ル

ジ
ハ
ー
ド
で
は
必
ず
動
機
が
問
題
に
な
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
に
続
く
実
動
行
為
の
過
程
に
お
い
て
も
、
又
そ
の
結
末

に
つ
い
て
も
多
く
の
条
件
と
義
務
が
付
帯
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ジ
ハ
ー
ド
の
真
の
意
味
は
ム
ス
リ
ム
（
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
）
が
イ
ス
ラ
ー
ム
の
教
え
を
防
衛
、
拡
大
か
つ
繁
栄
に

て
行
き
た
い
。
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導
く
た
め
に
、
ア
ル
ラ
ー
（
神
）
の
道
を
厳
守
し
て
最
善
最
大
の
努
力
を
試
み
る
こ
と
で
あ
る
。

又
こ
れ
を
極
め
て
狭
義
に
解
す
れ
ば
ア
ル
ラ
ー
の
道
を
防
衛
す
る
た
め
の
正
義
の
戦
争
行
為
す
な
わ
ち
ジ
ハ
ー
ド

を
指
す
こ
と
に
な
る
。
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ゴ
々
且
ニ
テ
イ

２
集
団
や
国
家
が
イ
ス
ラ
ー
ム
に
対
し
て
不
当
な
干
渉
、
抑
制
、
弾
圧
の
結
果
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
信
仰
の
保
持
と

存
続
が
困
難
又
は
危
機
に
陥
っ
て
、
こ
れ
を
打
開
す
る
た
め
に
行
わ
れ
る
。

３
ム
ス
リ
ム
た
ち
が
自
分
等
の
怠
慢
と
愚
か
さ
に
よ
り
信
仰
の
道
か
ら
離
れ
た
時
、
こ
れ
を
正
道
に
呼
び
戻
す
た

め
行
わ
れ
る
。

４
無
縁
の
人
々
に
イ
ス
ラ
ー
ム
の
道
を
説
き
、
暗
黒
と
無
知
よ
り
解
放
す
る
た
め
に
行
わ
れ
る
。

キ
タ
ー
ル
ジ
ハ
ー
ド

又
、
狭
義
の
意
味
で
は
次
の
よ
う
な
戦
闘
を
聖
戦
と
い
う
。

Ｌ
信
仰
の
防
謹
と
援
助
の
た
め
集
団
的
パ
ワ
ー
を
必
要
と
す
る
と
き
、
ム
ス
リ
ム
た
ち
が
特
定
の
条
件
の
下
に
権

力
、
資
力
、
兵
力
を
結
集
し
て
実
力
行
使
す
る
た
め
に
行
わ
れ
る
も
の
。

２
ム
ス
リ
ム
に
対
す
る
暴
虐
、
抑
圧
、
迫
害
、
侵
略
な
ど
の
邪
悪
権
力
を
排
除
、
抵
抗
の
た
め
に
行
わ
れ
る
も
の
。

こ
れ
に
反
し
て
普
通
の
戦
争
と
は
、
宗
教
的
動
機
の
な
い
戦
争
で
あ
っ
て
た
と
え
イ
ス
ラ
ー
ム
の
信
徒
が
行
っ
て

ソ
ハ
・
Ｉ
ｒ

三
、
聖
戦
と
普
通
の
戦
争

ジ
ハ
ー
ド
と
普
通
の
戦
争
と
は
ど
う
違
う
か
。
ど
ん
な
時
に
ジ
ハ
ー
ド
が
行
わ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

ジ
ハ
ー
ド
は
一
般
的
に
次
の
よ
う
な
場
合
に
行
わ
れ
る
。

Ｌ
個
人
の
心
の
中
に
生
じ
た
不
正
、
不
義
、
邪
悪
の
要
素
に
対
す
る
不
断
の
抵
抗
と
自
己
反
省
と
い
う
形
で
行
わ

れ
る
。
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こ
れ
ら
の
動
機
に
よ
る
戦
争
は
、
い
づ
れ
も
「
不
正
、
不
当
、
不
法
な
る
普
通
の
戦
争
」
で
あ
る
こ
と
は
論
を
ま

た
な
い
。
こ
の
よ
う
な
戦
い
を
挑
ま
れ
て
抵
抗
防
禦
す
る
の
は
「
正
当
な
る
普
通
の
戦
争
」
で
あ
る
。

以
上
の
説
明
に
よ
っ
て
明
ら
か
な
通
り
、
ジ
ハ
ー
ド
は
常
に
イ
ス
ラ
ー
ム
に
関
連
す
る
も
の
で
あ
り
、
普
通
の
戦

争
に
は
イ
ス
ラ
ー
ム
的
な
動
機
は
な
い
。
し
か
し
イ
ス
ラ
ー
ム
の
教
え
の
根
幹
は
正
義
と
平
和
に
あ
る
の
で
あ
る
か

ら
、
「
正
当
な
る
普
通
の
戦
争
」
に
対
し
て
は
イ
ス
ラ
ー
ム
は
こ
れ
を
支
持
し
、
時
に
は
そ
の
側
に
立
っ
て
戦
う
こ

と
も
あ
り
得
る
。
た
だ
し
こ
れ
を
聖
戦
と
呼
ぶ
訳
に
は
い
か
な
い
。

も
ジ
ハ
ー
ド
と
は
厳
密
に
区
別
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
、
次
の
よ
う
な
場
合
が
こ
れ
に
当
る
の
で
あ
る
。

ア
ル
？
Ｊ

１
行
動
の
動
機
が
神
の
御
意
志
に
反
す
る
不
純
か
つ
不
完
全
な
戦
争
。

２
個
人
、
社
会
、
国
家
又
は
そ
の
他
の
集
団
が
利
己
的
意
図
に
基
づ
い
て
起
こ
し
た
戦
争
。

３
領
士
の
拡
大
、
資
源
の
盤
得
、
他
国
を
統
治
せ
ん
と
す
る
欲
望
、
名
声
の
高
揚
、
権
力
の
誇
示
等
を
目
的
と
す

る
戦
争
。
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四
、
ジ
ハ
ー
ド
な
る
語
の
由
来

イ
ス
ラ
ー
ム
に
お
け
る
ジ
ハ
ー
ド
と
い
う
言
葉
の
出
典
と
根
拠
は
す
べ
て
聖
典
コ
ラ
ｉ
ン
と
預
言
者
ム
ハ
ム
マ
ド

（
彼
の
上
に
平
安
あ
れ
）
の
言
行
録
Ⅱ
伝
承
（
ハ
デ
ィ
ー
ス
）
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
あ
ら
ゆ
る
イ
ス
ラ
ー
ム
の
哲

学
も
倫
理
も
思
想
も
コ
ラ
ー
ン
と
ハ
デ
ィ
ー
ス
を
逸
脱
し
た
も
の
は
何
一
つ
な
い
。
厳
密
な
意
味
に
お
い
て
、
イ
ス

ラ
ー
ム
的
見
地
よ
り
す
れ
ば
、
ど
ん
な
優
れ
た
人
間
で
も
人
間
の
思
想
は
所
詮
限
ら
れ
た
人
間
の
能
力
の
範
囲
内
で

ア
ル
勺
で
１

の
所
産
に
す
ぎ
な
い
。
ジ
ハ
ー
ド
は
す
べ
て
直
接
神
の
書
コ
ラ
ー
ン
に
現
わ
れ
た
も
の
か
、
そ
の
書
の
補
足
説
明
に

該
当
す
る
ハ
デ
ィ
ー
ス
よ
り
出
て
い
る
も
の
に
限
ら
れ
、
人
間
の
判
断
に
よ
る
「
聖
な
る
戦
い
」
で
は
な
い
。

コ
ラ
ー
ン

ジ
ハ
ー
ド
に
関
し
て
最
初
に
最
も
明
白
端
的
に
記
述
さ
れ
て
い
る
経
典
の
個
所
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

ア
ル
ラ
ー

０
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ア
ル
９
１

そ
し
て
神
の
道
に
全
力
を
尽
す
べ
き
徒
に
従
い
、
こ
の
教
え
に
奮
闘
努
力
せ
よ
。
神
は
な
ん
じ
ら
を
選
び
給
う
。

こ
の
道
は
な
ん
じ
ら
の
祖
先
イ
ブ
ラ
ヒ
ー
ム
の
信
仰
で
あ
り
決
し
て
な
ん
じ
ら
に
苦
難
を
強
い
る
も
の
で
は
な
い
。

（
第
二
二
章
七
八
節
）

ま
こ
と
に
信
者
と
は
、
ア
ル
ラ
ー
と
そ
の
み
使
い
（
預
言
者
）
を
信
ず
る
者
た
ち
で
、
以
後
疑
い
を
持
つ
こ
と

な
く
ア
ル
ラ
ー
の
道
の
た
め
生
命
と
財
産
を
以
て
密
闘
努
力
す
る
者
で
あ
る
。
（
第
四
九
章
一
五
節
）

な
ん
じ
ら
信
仰
者
よ
、
我
（
ア
ル
ラ
ー
）
は
な
ん
じ
ら
に
痛
苦
と
懲
罰
よ
り
救
わ
れ
る
一
つ
の
取
引
（
方
法
）

を
示
そ
う
。
そ
れ
は
な
ん
じ
ら
が
、
ア
ル
ラ
ー
と
そ
の
み
使
い
を
信
じ
、
な
ん
じ
ら
の
生
命
と
財
産
を
捧
げ
て
、
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コ
ラ
ー
ン
に
現
わ
れ
た
ジ
ハ
ー
ド
の
語
を
分
析
す
る
と
二
種
類
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
一

は
、
人
や
集
団
や
国
民
が
持
つ
先
天
的
能
力
（
精
神
力
、
指
導
力
、
統
率
力
、
団
結
力
な
ど
）
で
あ
り
、
そ
の
二
は

後
天
的
能
力
（
物
資
力
、
財
力
、
資
力
な
ど
）
で
あ
る
。
ジ
ハ
ー
ド
は
そ
の
持
て
る
能
力
を
フ
ル
に
活
用
し
て
「
ア

ル
ラ
ー
の
道
」
に
傾
注
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
能
力
の
質
優
れ
量
多
き
ほ
ど
効
果
的
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ

て
ジ
ハ
ー
ド
と
一
言
で
い
っ
て
も
、
そ
の
効
果
は
千
差
万
別
で
あ
る
。

ハ
デ
イ
ー
え

伝
承
Ⅱ
言
行
録
に
よ
れ
ば
「
ム
ス
リ
ム
あ
る
い
は
非
ム
ス
リ
ム
の
圧
制
的
権
力
者
の
面
前
で
正
論
を
吐
く
こ
と
は

高
度
の
ジ
ハ
ー
ド
で
あ
る
」
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

言
行
録
の
編
纂
者
テ
ル
ミ
ズ
ィ
ー
に
よ
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。

「
預
言
者
が
あ
る
時
ム
ジ
ャ
ー
ヒ
ド
（
ジ
ハ
ー
ド
の
実
行
者
）
の
真
価
に
つ
い
て
、
い
み
じ
く
も
次
の
よ
う
に

の
べ
ら
れ
た
。
『
自
分
自
身
の
内
に
在
る
邪
悪
と
戦
う
者
も
ム
ジ
ャ
ー
ヒ
ド
で
あ
る
』
と
」

イ
ブ
ン
・
ラ
シ
ー
ド
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
ジ
ハ
ー
ド
の
第
一
は
心
（
意
志
）
、
第
二
は
舌
（
言
論
又
第
三
は
腕
（
行

て
い
る
。
。

こ
と
は
な
い
。

ア
ル
ラ
ー
の
道
に
癒
闘
努
力
す
る
こ
と
で
あ
る
。
（
第
六
一
章
一
○
’
一
二
節
）

以
上
の
よ
う
に
、
い
づ
れ
も
「
ア
ル
ラ
ー
の
道
」
の
た
め
の
「
奮
闘
努
力
」
が
ジ
ハ
ー
ド
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し

廷
い
る
。
「
ア
ル
ラ
ー
の
道
」
以
外
の
如
何
な
る
雷
闘
努
力
（
戦
争
を
含
む
）
も
ジ
ハ
ー
ド
（
聖
戦
）
と
呼
ば
れ
る
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動
）
そ
し
て
第
四
は
剣
（
武
器
）
の
順
で
あ
る
と
彼
の
著
書
「
キ
タ
ー
ブ
・
ア
ル
・
ム
カ
ッ
デ
ィ
マ
・
ア
ル
・
ム
マ

ー
ヒ
ダ
」
の
中
で
述
べ
て
い
る
。
又
彼
は
更
に
語
を
継
い
で
、
「
全
力
を
投
じ
て
奮
闘
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
持
て

る
知
力
、
権
力
、
気
力
、
体
力
（
肉
体
的
能
力
）
と
財
力
は
勿
論
、
弁
論
、
勇
気
、
忍
耐
力
の
す
べ
て
を
駆
使
せ
ね

ば
な
ら
な
い
」
と
し
て
い
る
。

イ
ブ
ン
・
カ
イ
イ
ー
ム
も
又
そ
の
著
書
「
ザ
ー
ド
・
ア
ル
・
マ
ー
ア
ド
」
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
ジ
ハ
ー
ド
と
は
ア
ル
ラ
ー
の
敵
に
対
し
己
れ
の
命
を
か
け
て
戦
う
こ
と
で
あ
る
。
ア
ル
ラ
ー
の
し
も
く
と
な

り
き
っ
て
自
己
を
滅
却
し
て
行
動
す
る
こ
と
で
あ
る
。
又
自
分
の
心
の
中
に
芽
生
え
た
邪
悪
の
芽
を
摘
み
と
る
こ

と
は
、
外
敵
と
戦
う
の
と
同
様
に
重
要
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
外
敵
も
内
敵
も
ア
ル
ラ
ー
の
道
に
反
す
る
限
り
敵

に
変
り
は
な
い
か
ら
で
あ
る
」

ま
た
イ
マ
ー
ム
・
ラ
ギ
ブ
に
よ
れ
ば
、
ム
ス
リ
ム
の
三
大
強
敵
は
、

ｌ
、
目
に
見
え
る
敵
（
人
）

２
、
目
に
見
え
ぬ
敵
（
悪
魔
）

３
、
自
分
自
身
（
心
）

で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

ジ
ハ
ー
ド
を
積
極
的
に
遂
行
す
る
態
度
に
つ
い
て
コ
ラ
ー
ン
に
は
次
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る
。
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英
知
と
優
れ
た
会
話
に
よ
っ
て
、
（
人
々
を
）
な
ん
じ
の
主
の
道
に
招
け
。
最
善
の
態
度
で
彼
等
と
議
論
せ
よ
。

な
ん
じ
の
主
は
道
を
踏
み
は
ず
す
者
と
導
か
れ
る
者
を
最
も
よ
く
知
り
給
う
。
（
第
一
六
章
一
二
五
節
）

ラ
ス
ー
ル
ッ
ラ
ー

聖
預
言
者
の
説
く
所
に
よ
れ
ば
、
暴
君
の
虐
政
に
敢
然
剣
を
と
っ
て
戦
う
こ
と
は
勿
論
ジ
ハ
ー
ド
で
あ
る
が
、
弁

舌
を
開
い
て
論
戦
す
る
こ
と
も
ジ
ハ
ー
ド
で
あ
る
こ
と
を
次
の
よ
う
に
そ
の
ハ
デ
ィ
ー
ス
で
述
べ
て
い
る
。

「
誰
で
も
邪
道
と
不
正
を
見
た
ら
自
ら
の
手
を
以
て
こ
れ
を
変
え
る
こ
と
を
試
み
よ
。
彼
が
若
し
そ
の
力
が
な

い
時
は
、
自
ら
の
舌
を
以
て
試
み
よ
。
若
し
そ
れ
も
不
可
能
の
時
は
心
の
底
か
ら
こ
れ
を
憎
め
。
実
に
こ
れ
は
信

仰
の
最
低
の
条
件
で
あ
る
」
（
イ
ブ
ン
・
マ
ジ
ト
編
集
の
キ
タ
ー
ブ
・
ア
ル
・
フ
ィ
タ
ン
に
よ
る
）

暴
政
に
対
す
る
先
づ
最
初
に
有
効
な
ジ
ハ
ー
ド
は
、
施
政
者
に
対
し
て
恐
れ
る
こ
と
な
く
真
実
の
言
葉
を
述
べ
る

ジ
ハ
ー
ド
は
強
力
な
実
力
行
為
で
あ
る
が
、
そ
の
対
象
と
な
る
も
の
は
常
に
不
正
・
不
義
・
不
当
・
不
法
及
び
邪

悪
で
あ
る
。
ジ
ハ
ー
ド
は
単
な
る
暴
力
と
は
全
く
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
力
の
行
使
は
「
神
の
道
」
（
フ
ィ
サ

ビ
ー
リ
シ
ラ
ー
）
に
照
ら
し
て
真
に
公
正
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
と
で
あ
る
。
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千
タ
ー
ル

五
、
戦
闘
行
為

十
タ
ー
ル

実
力
行
使
の
最
大
の
形
体
と
内
容
を
持
つ
戦
闘
に
つ
い
て
イ
ス
ラ
ー
ム
は
次
の
よ
う
な
見
解
を
示
す
。
キ
タ
ー
ル

と
は
闘
争
、
格
闘
、
戦
闘
、
軍
事
行
動
か
ら
転
じ
て
実
力
行
使
、
ス
ト
ラ
イ
キ
、
陽
動
作
戦
、
男
性
的
、
決
断
的
、

決
死
的
な
ど
の
意
味
を
持
つ
語
で
あ
る
。

◆
タ
ー
ル

平
和
と
は
一
応
闘
争
状
態
で
な
い
状
態
で
あ
っ
て
、
イ
ス
ラ
ー
ム
生
活
の
理
想
で
あ
る
が
、
も
し
こ
の
状
態
が
外

見
的
の
み
で
あ
り
内
面
的
に
抑
圧
さ
れ
た
も
の
は
真
の
平
和
で
は
な
い
。
イ
ス
ラ
ー
ム
で
は
不
正
、
邪
悪
に
対
し
て

ジ
ハ
ー
ド

は
泣
寝
入
り
又
は
黙
視
す
る
こ
と
な
く
敢
然
こ
れ
に
立
ち
向
う
こ
と
を
要
請
し
て
い
る
。
こ
れ
が
聖
戦
で
あ
る
。

一
般
的
に
人
間
の
闘
争
行
為
の
動
機
の
主
な
る
も
の
を
挙
げ
れ
ば
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
。

ｌ
、
権
力
と
名
声
の
維
持
と
拡
大

こ
れ
は
主
と
し
て
精
神
的
な
欲
望
に
基
づ
く
覇
権
、
支
配
権
、
栄
誉
の
取
得
、
維
持
、
拡
大
の
た
め
の
闘
争
で
、

こ
れ
が
集
団
行
動
と
な
る
時
は
怖
る
べ
き
影
響
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
る
。
国
家
間
に
お
い
て
行
わ
れ
れ
ば
戦
争
で

あ
る
。
人
類
の
歴
史
は
、
こ
の
種
の
動
機
に
よ
る
キ
タ
ー
ル
の
多
く
の
例
を
残
し
て
い
る
。
古
く
は
ア
テ
ネ
と
ス
パ

ル
タ
、
中
世
の
十
字
軍
遠
征
、
近
世
史
上
の
ド
イ
ツ
と
プ
ロ
シ
ア
の
争
覇
、
現
代
の
南
北
朝
鮮
の
対
立
、
世
界
各
地

の
思
想
戦
争
な
ど
全
く
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。
こ
れ
ら
の
引
例
の
共
通
点
は
民
族
、
人
種
、
集
団
、
国
家
な
ど
が

誤
れ
る
優
越
性
を
過
信
し
た
り
、
権
力
を
誇
示
し
て
他
を
支
配
せ
ん
と
の
動
機
に
よ
る
も
の
が
多
い
。
こ
の
動
機
の
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中
に
は
必
ず
し
も
精
神
的
な
も
の
に
限
ら
れ
ず
、
物
質
的
な
要
素
も
兼
ね
併
せ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。

２
、
領
土
拡
大
、
戦
利
品
種
得
、
資
源
確
保
、
奴
隷
捕
捉
。

こ
の
動
機
は
純
然
た
る
物
質
的
な
も
の
で
あ
る
。
人
間
は
過
去
に
お
い
て
も
現
在
に
お
い
て
も
、
こ
の
動
機
に
よ

る
キ
タ
ー
ル
に
明
け
暮
れ
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
土
地
の
み
に
限
ら
ず
海
洋
や
天
空
ま
で
も
領
有
せ

ん
と
躍
起
に
な
っ
て
い
る
世
界
の
現
状
で
あ
る
。

３
、
侵
略
に
対
す
る
抵
抗

こ
の
キ
タ
ー
ル
は
消
極
的
動
機
で
あ
る
が
、
自
己
の
生
命
、
財
産
、
権
利
、
組
織
（
集
団
又
は
国
家
又
主
義
主
張
、

思
想
、
宗
教
、
信
条
な
ど
を
防
護
せ
ん
と
す
る
も
の
で
、
精
神
的
な
場
合
も
物
質
的
な
場
合
も
あ
り
、
現
代
思
想
の

所
謂
「
正
義
の
戦
い
」
と
称
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

４
、
憎
悪
と
復
讐

殺
害
、
損
傷
、
抑
留
、
没
収
、
占
領
、
弾
圧
等
に
よ
っ
て
受
け
た
被
害
に
対
す
る
憎
悪
と
復
讐
と
い
う
精
神
的
な

動
機
に
基
づ
く
キ
タ
ー
ル
で
あ
る
。
日
本
の
昔
の
仇
討
や
イ
ス
ラ
ー
ム
以
前
の
ア
ラ
ビ
ア
半
島
に
お
け
る
部
族
間
の

報
復
な
ど
好
例
で
あ
る
。

イ
ス
ラ
ー
ム
の
教
え
に
よ
れ
ば
動
機
に
お
い
て
も
結
果
に
お
い
て
も
復
讐
の
念
は
邪
念
と
し
て
遠
ざ
け
ら
れ
て
い

る
。
ハ
デ
ィ
ー
ス
に
よ
れ
ば
、

1
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「
あ
る
戦
場
の
戦
勝
祝
の
席
で
一
人
の
唄
い
女
が
初
代
カ
リ
フ
の
ア
ブ
ー
バ
ク
ル
の
悪
口
を
唄
っ
た
。
Ｍ
・
ピ

ン
・
ア
ビ
ー
将
軍
は
怒
っ
て
女
の
腕
を
切
断
し
た
。
後
に
こ
の
こ
と
を
聞
い
た
カ
リ
フ
は
将
軍
に
手
紙
を
送
っ
て
、

ア
ル
？
Ｉ

『
君
が
私
の
こ
と
を
誹
誇
し
た
女
の
腕
を
切
っ
た
知
ら
せ
を
耳
に
し
た
。
神
は
多
神
教
に
対
し
て
す
ら
復
響
を
望

ア
ル
，
Ｉ

ま
れ
ぬ
。
あ
え
て
行
え
ば
罪
で
あ
る
。
神
は
背
信
の
罪
に
対
し
て
も
復
讐
の
念
に
基
づ
く
刑
を
許
し
給
わ
ぬ
。

君
は
衆
に
接
す
る
に
慎
重
か
つ
温
厚
を
も
っ
て
せ
よ
。
復
讐
の
心
を
以
て
す
る
な
。
復
讐
の
結
果
は
大
き
な
蹉
鉄

を
生
む
。
預
言
者
が
あ
ん
な
に
誹
誇
さ
れ
、
追
出
さ
れ
、
戦
い
を
挑
ん
で
来
た
敵
に
対
し
如
何
に
対
処
さ
れ
た
か
。

ア
ル
心
ｆ
ｌ

彼
等
が
遂
に
預
言
者
に
帰
順
し
た
の
は
預
言
者
が
断
じ
て
復
響
を
許
さ
れ
な
か
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
。
神
よ
、

ム
ス
リ
ム
の
軽
率
と
過
度
の
憤
怒
を
赦
し
浄
め
給
え
』
と
。
」

５
、
イ
ス
ラ
ー
ム
的
な
動
機
今
タ
ー
ル

ア
吟
の
Ｕ
Ｉ

イ
ス
ラ
ー
ム
に
お
け
る
戦
闘
行
為
の
動
機
は
純
粋
に
「
神
の
道
」
の
た
め
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
以
外
の

ア
ル
ザ
ー

動
機
に
よ
る
キ
タ
ー
ル
（
闘
争
）
は
ジ
ハ
ー
ド
で
は
な
い
。
理
屈
を
こ
じ
つ
け
て
「
神
の
御
名
の
下
に
」
と
、
た
と

ア
ル
？
Ｉ

ジ
ハ
ー
ド

え
ム
ス
リ
ム
が
言
っ
た
と
し
て
も
真
に
神
の
眼
か
ら
見
て
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
こ
れ
は
聖
戦
と
は
い
え
な
い
。
従
っ

ジ
ハ
ー
ド

て
ム
ス
リ
ム
の
行
っ
た
戦
争
の
す
べ
て
が
聖
戦
で
あ
る
と
い
え
な
い
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
。

戦
闘
行
為
に
お
い
て
は
人
命
の
損
傷
は
当
然
の
結
果
と
し
て
生
ず
る
が
、
真
の
ジ
ハ
ー
ド
の
場
合
は
こ
れ
を
や
む

を
得
な
い
犠
牲
と
す
る
。
し
か
し
こ
の
こ
と
は
人
命
を
軽
視
す
る
意
味
で
は
毛
頭
も
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
イ
ス
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ア
ル
心
仔
Ｉ

ラ
ー
ム
で
は
人
間
は
神
の
最
高
の
創
作
と
し
て
最
も
重
要
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
コ
ラ
ー
ン
の
中
に
記
さ
れ
て
い
る
。

丁
ル
ー
Ｉ

又
動
物
や
植
物
や
鉱
物
も
す
べ
て
神
の
作
品
で
あ
り
徒
ら
に
こ
れ
ら
を
害
う
こ
と
は
罪
で
あ
る
。

地
上
の
生
き
と
し
生
け
る
も
の
、
双
翼
で
空
往
く
烏
も
、
何
一
つ
な
ん
じ
ら
の
仲
間
で
な
い
も
の
は
な
い
。
経

ア
ル
サ
ー

典
の
中
に
は
、
ど
ん
な
些
細
事
で
も
我
（
神
）
が
お
ろ
そ
か
に
し
た
も
の
は
な
い
。
か
く
て
畢
寛
す
べ
て
が
彼
等

の
主
の
許
に
召
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

（
第
六
章
三
八
節
）

聖
預
言
者
ム
ハ
ム
マ
ド
（
彼
の
上
に
平
安
あ
れ
）
は
生
命
の
尊
厳
を
繰
り
返
し
説
き
続
け
ら
れ
、
人
命
の
み
で
な

く
小
鳥
や
蟻
の
命
さ
え
故
な
く
断
つ
こ
と
は
罪
悪
で
あ
る
と
説
か
れ
た
。

ム
ハ
ム
マ
ド
・
イ
ド
リ
ス
・
カ
ン
ダ
ラ
ビ
ー
の
著
書
「
ミ
シ
ュ
カ
ト
・
ア
ル
・
マ
サ
ビ
」
に
よ
れ
ば
、
「
正
当
な

ア
ル
心
ｒ
Ｏ

理
由
な
く
て
燕
や
他
の
小
鳥
を
殺
し
た
者
は
神
の
裁
き
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
の
ハ
デ
ィ
ー
ス
を
残
し
て

い
る
。
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六
、
人
命
の
尊
重

ジ
ハ
ー
ド
が
神
の
命
ぜ
ら
れ
た
イ
ス
ラ
ー
ム
の
道
で
あ
る
こ
と
は
前
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て

起
き
る
生
命
の
損
傷
や
財
産
の
被
害
に
つ
い
て
は
コ
ラ
ー
ン
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
こ
と
の
故
に
我
（
神
）
は
イ
ス
ラ
エ
ル
の
子
た
ち
に
対
し
、
一
人
が
一
人
を
殺
し
た
時
ｌ
そ
れ
が
殺
人

者
あ
る
い
は
地
上
に
不
幸
を
撒
き
散
ら
す
者
に
対
す
る
も
の
で
な
い
限
り
ｌ
全
人
類
を
殺
し
た
の
に
等
し
い
と

定
め
た
。
又
一
人
の
命
を
救
っ
た
者
は
全
人
類
の
命
を
救
っ
た
の
に
等
し
い
と
定
め
た
。

（
第
五
章
三
二
節
）

生
命
の
尊
厳
特
に
人
命
の
尊
重
は
神
の
大
原
則
で
あ
り
、
こ
れ
に
違
反
す
る
者
は
罰
せ
ら
れ
る
。
し
か
し
こ
の
処
ア
今
９
１

罰
に
は
唯
一
の
例
外
が
あ
る
。
そ
れ
は
「
正
当
な
る
理
由
」
に
よ
る
殺
傷
行
為
で
あ
る
。
正
当
な
る
理
由
と
は
「
神

の
道
」
に
基
づ
く
正
義
で
あ
り
、
こ
の
正
義
と
は
暴
虐
と
弾
圧
に
対
す
る
抵
抗
で
あ
り
、
こ
の
結
果
生
じ
た
殺
傷
行

為
は
す
な
わ
ち
「
正
当
な
る
理
由
」
に
よ
る
も
の
と
解
せ
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
戦
争
に
よ
る
集
団
殺
傷
行
為
は
、

イ
ス
ラ
ー
ム
的
見
地
か
ら
す
れ
ば
常
に
必
ず
し
も
否
定
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

イ
ス
ラ
ー
ム
学
者
の
あ
る
人
た
ち
は
フ
ィ
ト
ナ
（
背
徳
、
禍
い
、
狡
滑
、
卑
劣
、
好
計
、
姦
淫
、
侵
略
）
は
場
合

に
よ
っ
て
は
殺
傷
行
為
を
上
回
る
犯
罪
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

人
命
尊
重
の
原
則
と
ジ
ハ
ー
ド
に
よ
る
戦
闘
行
為
が
人
命
殺
傷
を
ひ
き
起
す
事
態
と
の
相
関
関
係
を
い
か
に
取
り

-15-



ド

扱
う
か
。
そ
の
場
合
、
ジ
ハ
ー
ド
は
武
器
を
と
っ
て
断
固
禍
根
（
邪
悪
、
不
正
、
不
義
）
を
断
つ
強
硬
手
段
で
あ
る
。

そ
れ
は
あ
た
か
も
外
科
医
が
人
命
を
救
う
た
め
に
手
術
を
施
し
て
患
部
（
禍
い
）
を
剪
除
す
る
の
に
似
て
い
る
。
キ

タ
ー
ル
は
ま
さ
に
大
手
術
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
る
。
キ
タ
ー
ル
は
目
的
で
な
く
手
段
で
あ
る
。

人
命
を
尊
重
し
、
そ
の
た
め
に
福
祉
を
増
進
し
人
を
不
幸
か
ら
守
り
、
特
に
虐
げ
ら
れ
た
人
権
を
回
復
す
る
た
め

に
こ
そ
ジ
ハ
ー
ド
が
必
要
と
な
る
。
弱
き
者
、
病
め
る
者
、
傷
つ
け
る
者
、
老
い
た
る
者
、
貧
し
き
者
、
孤
児
、
寡
婦
、

幼
少
者
に
対
す
る
優
し
い
い
た
わ
り
の
手
を
進
ん
で
差
し
伸
べ
る
こ
と
も
ジ
ハ
ー
ド
の
範
囲
に
入
る
の
で
あ
る
。

サ
ハ
ー
パ

一
方
過
失
な
ど
に
よ
る
非
行
に
つ
い
て
、
あ
る
時
聖
預
言
者
は
教
友
の
一
人
ア
ナ
ス
に
こ
う
言
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
る
◎

「
あ
な
た
方
の
兄
弟
が
被
害
者
で
あ
っ
て
も
加
害
者
で
あ
っ
て
も
彼
を
助
け
て
や
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
」
と
。

ア
み
ぅ
Ｉ
ラ
ス
ー
〃

人
々
は
預
言
者
に
問
い
返
し
た
。
「
お
お
、
神
の
使
徒
よ
。
被
害
者
を
助
け
る
こ
と
は
で
き
る
が
、
加
害
者
に
協

力
す
る
わ
け
に
は
ま
い
り
ま
せ
ん
」
預
言
者
は
答
え
ら
れ
た
。
「
加
害
者
と
な
る
前
に
、
そ
の
手
を
と
ど
め
る
こ

と
が
、
彼
を
助
け
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
」
と
。
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七
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
戦
争
観

イ
ス
ラ
ー
ム
は
平
和
主
義
を
モ
ッ
ト
ー
と
す
る
が
、
そ
れ
は
無
条
件
な
平
和
主
義
で
は
な
く
、
又
無
抵
抗
主
義
で

も
な
い
。
邪
悪
、
不
正
に
対
し
て
は
抵
抗
を
要
請
し
、
義
務
付
け
て
い
る
積
極
的
平
和
主
義
で
あ
る
。
人
間
性
の
尊

厳
、
人
権
の
擁
護
、
社
会
秩
序
の
維
持
の
た
め
実
力
を
用
い
る
こ
と
の
正
当
性
に
つ
い
て
コ
ラ
ー
ン
に
は
次
の
よ
う

に
述
べ
て
あ
る
。

ア
ル
？
０

今
タ
ー
ル

神
は
戦
い
を
仕
向
け
ら
れ
た
者
た
ち
に
、
戦
闘
を
許
し
給
う
。
そ
れ
は
彼
等
が
害
悪
を
被
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

ま
こ
と
に
神
は
彼
等
を
力
強
く
助
け
給
う
。

彼
ら
は
単
に
わ
が
主
ア
ル
ラ
ー
と
称
え
た
だ
け
で
、
不
当
に
そ
の
家
か
ら
追
わ
れ
た
者
た
ち
で
あ
る
。
も
し
ア

ル
ラ
ー
が
あ
る
人
々
を
他
の
手
段
に
よ
り
抑
制
さ
れ
な
か
っ
た
な
ら
、
修
道
院
で
も
キ
リ
ス
ト
教
会
で
も
、
ユ
ダ

ヤ
聖
堂
で
も
、
又
イ
ス
ラ
ー
ム
の
礼
拝
堂
で
も
ｌ
そ
こ
で
は
常
に
ア
ル
ラ
ー
の
御
名
が
調
含
さ
れ
て
い
る
ｌ

必
ず
打
ち
こ
わ
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

ア
ル
ラ
ー
は
、
ア
ル
ラ
ー
の
た
め
に
尽
す
彼
ら
を
助
け
給
う
。
ま
こ
と
に
ア
ル
ラ
ー
は
強
力
、
偉
大
で
あ
ら
れ

ア
ル
７
０

サ
ラ
ｌ
ト

ザ
カ
ー
ト

る
。
彼
等
と
は
我
（
神
）
が
地
上
に
創
り
あ
げ
た
者
た
ち
の
中
で
、
礼
拝
の
務
め
を
守
り
、
定
め
の
喜
捨
を
何
い
、

善
を
勧
め
、
悪
を
憎
む
者
た
ち
で
あ
る
。
ま
こ
と
に
よ
る
ず
の
結
末
は
ア
ル
ラ
ー
に
帰
る
の
で
あ
る
。

（
第
二
二
章
第
三
九
’
四
一
節
）
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か
っ
て
預
言
者
と
イ
ス
ラ
ー
ム
の
信
者
た
ち
が
、
武
器
を
と
っ
て
戦
闘
行
為
に
入
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
は
、

コ
ラ
イ
シ
ュ
族
を
含
む
ア
ラ
ブ
の
部
族
た
ち
が
、
ア
ル
ラ
ー
を
信
仰
し
て
い
る
と
い
う
理
由
だ
け
で
ム
ス
リ
ム
（
イ

ス
ラ
ー
ム
教
徒
）
に
対
し
残
虐
な
る
拷
問
を
加
え
、
家
を
奪
い
、
財
産
を
没
収
し
、
そ
の
う
え
生
命
ま
で
も
脅
か
す

に
至
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
忍
耐
の
末
、
遂
に
正
義
の
剣
を
取
り
、
力
に
対
す
る
力
（
邪
悪
の
力
に
対
し
正
義
の
力
）

を
も
っ
て
神
の
道
を
守
っ
た
の
で
あ
る
。
「
目
に
は
目
、
歯
に
は
歯
」
と
い
う
言
葉
は
、
加
え
ら
れ
た
危
害
に
対
す
る

反
撃
の
限
度
を
し
め
す
も
の
で
、
報
復
を
奨
励
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
忍
耐
し
て
赦
す
こ
と
の
方
が
本

人
の
た
め
に
な
る
と
い
う
教
え
で
あ
る
。

ち
な
み
に
忍
耐
は
イ
ス
ラ
ー
ム
の
教
え
の
中
で
不
可
欠
要
素
で
あ
る
。
忍
べ
る
だ
け
忍
ん
で
信
仰
を
守
り
、
正
義

を
貫
く
こ
と
の
重
要
性
は
コ
ラ
ー
ン
で
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

時
間
に
よ
っ
て
誓
う

ま
こ
と
に
人
間
は
喪
失
の
中
に
い
る

信
仰
し
て
善
い
行
い
に
い
そ
し
み
、
真
理
の
た
め
互
い
に
励
ま
し
ま
た
忍
耐
の
た
め
励
ま
し
あ
う
者
た
ち
の
ほ
か

は
。
（
第
一
○
三
章
）

し
か
し
、
そ
の
忍
耐
に
も
限
度
が
あ
る
。
神
の
道
、
正
義
の
道
、
人
の
道
が
侵
害
を
受
け
た
時
に
は
、
敢
然
と
戦

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
忍
耐
と
は
無
抵
抗
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
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イ
ス
ラ
ー
ム
の
究
極
の
目
的
が
平
和
と
均
衡
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
実
際
の
人
間
の
歴
史
は
イ
ス
ラ
ー
ム
史
を
含

め
て
、
闘
争
の
繰
り
返
し
で
あ
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
コ
ラ
ー
ン
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

ア
ル
ラ
ー
が
人
間
を
互
い
に
牽
制
（
反
発
）
し
合
う
よ
う
に
創
ら
れ
な
か
っ
た
な
ら
大
地
は
必
ず
腐
敗
し
た
こ

ア
ル
朝
灯
り

と
で
あ
ろ
う
。
だ
が
神
は
よ
る
ず
世
に
あ
ま
ね
く
恵
み
を
垂
れ
給
う
。

（
第
二
章
二
五
一
節
）

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
人
類
の
興
亡
、
栄
枯
栄
衰
の
歴
史
は
決
し
て
偶
然
の
事
で
は
な
い
。
あ
る
個
人
や
民
族
や

国
家
が
繁
栄
の
後
、
腐
敗
し
大
地
を
汚
す
に
至
っ
た
時
は
、
そ
の
汚
染
が
他
の
健
全
な
個
人
や
民
族
や
国
家
に
影
響

ア
ル
４
１
，

を
及
ぼ
さ
ぬ
よ
う
、
神
が
こ
れ
ら
を
地
上
よ
り
抹
消
さ
せ
給
う
た
例
は
数
少
く
な
い
。
神
は
こ
れ
ら
の
道
徳
率
よ
り
逸

ジ
ハ
ー
ド

脱
せ
る
腐
敗
横
暴
民
族
に
対
し
、
神
を
畏
れ
敬
う
人
た
ち
が
奮
起
し
て
戦
う
よ
う
に
命
ぜ
ら
れ
た
。
こ
れ
が
聖
戦
で

あ
る
。
コ
ラ
ー
ン
の
別
の
と
こ
ろ
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

来
世
を
信
じ
現
世
に
お
い
て
ア
ル
ラ
ー
の
道
の
た
め
に
戦
っ
て
命
を
失
っ
た
者
で
も
、
又
勝
利
を
得
て
生
き
残

ア
ル
サ
０

つ
た
者
で
も
神
は
必
ず
莫
大
な
報
償
を
授
け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

ア
ル
サ
Ｉ

な
ん
じ
ら
は
な
ぜ
神
の
道
の
た
め
、
又
弱
い
男
や
女
、
子
供
た
ち
の
た
め
に
戦
わ
な
い
の
か
。
彼
等
は
「
主
よ
。

こ
の
悪
業
の
民
の
町
か
ら
我
ら
を
救
い
出
し
給
え
。
疵
護
者
を
送
り
給
え
。
救
助
者
を
っ
か
わ
し
給
え
」
と
求
望

し
て
い
る
の
に
。
（
第
四
章
七
四
’
七
五
節
）

１

１
０
ｂ
町
画
ロ

１
凶
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ア
ル
サ
ー

八
、
神
の
道
の
た
め
に
（
フ
ィ
サ
ビ
ー
リ
ル
ラ
ー
）

妙
ハ
ー
ド

ア
ル
ラ
ー

抑
圧
に
抵
抗
す
る
解
放
闘
争
す
な
わ
ち
聖
戦
に
関
し
コ
ラ
ー
ン
で
常
に
用
い
ら
れ
て
い
る
特
有
の
言
葉
は
「
神
の

道
の
た
め
に
」
で
あ
る
。
次
に
引
用
す
る
コ
ラ
ー
ン
の
句
に
明
ら
か
な
通
り
、
イ
ス
ラ
ー
ム
で
は
戦
争
を
二
つ
の
型

ま
と
も

よ
こ
し
ま

に
分
別
す
る
。
そ
の
一
つ
は
「
正
の
戦
い
」
で
あ
り
、
他
の
一
つ
は
「
邪
の
戦
い
」
で
あ
る
。
前
者
が
す
な
わ
ち
「
神

ジ
ハ
ー
ド

の
道
の
た
め
の
戦
い
」
す
な
わ
ち
聖
戦
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
コ
ラ
ー
ン
は
記
す
。

ア
ル
Ｇ
１

信
仰
あ
る
者
は
神
の
道
の
た
め
に
戦
い
、
信
仰
な
き
者
は
悪
魔
の
道
の
た
め
に
戦
う
。
そ
れ
ゆ
え
な
ん
じ
は
悪

と
も
が
ら

魔
の
輩
に
向
っ
て
戦
え
。
悪
魔
の
謀
略
は
実
際
は
脆
い
も
の
で
あ
る
。

（
第
四
章
七
六
節
）

正
義
の
戦
い
と
不
義
の
戦
い
と
は
確
然
と
区
別
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
自
己
讃
美
、
権
力
増
幅
、
領
土
拡
大
、

弱
小
民
族
侵
略
な
ど
の
意
図
と
行
動
は
、
す
べ
て
悪
魔
の
仲
間
で
あ
る
。
暴
政
と
弾
圧
に
対
し
て
武
器
を
と
る
者
は

神
の
道
の
た
め
に
戦
う
者
で
あ
る
。
個
人
で
も
国
家
で
も
他
を
利
用
し
て
利
己
の
た
め
に
す
る
戦
争
は
悪
魔
の
道
の

た
め
の
戦
い
で
あ
る
。
イ
ス
ラ
ー
ム
は
こ
れ
を
非
と
す
る
。
こ
れ
に
反
し
抑
圧
を
未
然
に
防
ぎ
悪
業
の
芽
と
根
を
断

つ
た
め
の
戦
争
は
聖
な
る
道
と
し
て
イ
ス
ラ
ー
ム
は
こ
れ
を
是
と
す
る
。
こ
の
よ
う
な
戦
争
は
邪
悪
の
根
源
に
一
撃

を
加
え
、
世
界
の
混
乱
を
防
止
し
、
正
義
を
助
け
平
和
を
打
ち
樹
て
る
こ
と
に
大
き
く
役
立
つ
か
ら
で
あ
る
。

ア
ル
与
何
１

そ
し
て
、
こ
れ
以
上
の
迫
害
が
な
く
な
る
ま
で
、
又
教
え
が
す
べ
て
神
の
．
た
め
に
な
る
ま
で
彼
等
と
戦
い
続
け

ア
ル
？
’

よ
。
そ
し
て
敵
が
戦
い
を
断
念
す
る
ま
で
。
ま
こ
と
に
神
は
彼
ら
の
行
う
こ
と
を
す
べ
て
見
と
う
し
給
う
。

（
第
八
章
三
九
節
）

，
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ア
ブ
ー
・
ム
ー
サ
・
ア
シ
ァ
リ
イ
が
伝
え
聞
い
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、

「
あ
る
時
一
人
の
男
が
預
言
者
を
訪
れ
て
「
戦
利
品
欲
し
さ
に
戦
う
人
と
、
勝
利
の
栄
誉
の
た
め
に
戦
う
人
点

勇
猛
果
敢
な
戦
綴
を
残
そ
う
と
し
て
戦
う
人
の
三
人
の
内
、
ど
の
人
が
最
も
イ
ス
ラ
ー
ム
的
な
戦
士
で
し
ょ
う
か
」

了
の
，
Ｉ

と
た
づ
ね
た
。
預
言
者
は
言
下
に
答
え
て
言
っ
た
「
神
の
御
言
葉
の
み
を
全
目
的
と
し
て
武
器
を
と
る
者
が
真
の

イ
ス
ラ
ー
ム
の
戦
士
で
す
』
」

（
ボ
ハ
ー
リ
の
書
「
キ
タ
ー
ブ
・
ア
ル
ジ
ハ
ー
ド
ワ
ル
シ
ャ
ル
」
に
よ
る
）

ジ
ハ
ー
ド

以
上
の
諸
点
を
通
観
す
る
と
ム
ス
リ
ム
の
戦
う
戦
争
の
中
で
、
真
に
聖
戦
と
呼
ば
れ
る
も
の
は
戦
争
そ
れ
自
体
の

意
図
目
的
ば
か
り
で
な
く
、
そ
れ
に
参
加
す
る
一
人
一
人
の
戦
士
の
意
図
も
ま
た
「
ア
ル
ラ
ー
の
道
の
た
め
」
に
基

イ
ス
テ
シ
苧
Ｉ
Ｌ
ｒ

づ
く
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
戦
士
の
意
図
の
如
何
に
よ
っ
て
彼
の
戦
死
が
殉
教
に
値
す
る
か
否
か
に
分
れ
る

の
で
あ
る
。
預
言
者
は
こ
の
点
に
つ
い
て
、

ア
岸
？
０

ア
ル
？
８

丁
牛
９
１

「
誰
が
神
の
た
め
に
宙
戦
し
、
又
誰
が
神
の
た
め
に
死
傷
し
た
か
は
、
神
の
み
が
す
べ
て
を
知
り
給
う
」

（
ボ
ハ
ー
リ
の
書
に
よ
る
）

こ
の
コ
ラ
ー
ン
の
一
節
は
イ
ス
ラ
ー
ム
に
お
け
る
戦
闘
行
為
の
狙
い
が
明
白
に
示
さ
れ
て
い
る
。
イ
ス
ラ
ー
ム
の

ア
ル
ザ
ｌ

信
者
た
ち
の
動
機
と
行
動
は
、
決
し
て
利
己
的
な
も
の
で
な
く
純
粋
に
神
へ
の
信
仰
と
精
進
に
よ
る
も
の
で
な
く
て

は
な
ら
な
い
。

！
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「
あ
る
時
の
戦
い
に
お
い
て
、
預
言
者
は
カ
ズ
マ
ン
と
い
う
偽
信
者
が
陣
中
に
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
。
し

か
し
カ
ズ
マ
ン
は
戦
場
で
は
が
む
し
ゃ
ら
に
戦
っ
た
。
味
方
の
戦
士
た
ち
は
彼
の
行
動
を
高
く
評
価
し
、
あ
る
者

は
預
言
者
の
前
で
『
カ
ズ
マ
ン
は
他
の
追
従
を
許
さ
な
い
ほ
ど
華
々
し
い
働
き
を
し
ま
し
た
』
と
賞
め
上
げ
た
。

こ
れ
に
対
し
預
言
者
は
唯
一
言
『
彼
の
行
き
先
は
地
獄
で
あ
る
』
と
だ
け
言
っ
た
」
と
。

ボ
ハ
ー
リ
の
書
の
有
名
な
解
説
学
者
バ
ド
ル
デ
ィ
ｉ
ン
・
ア
イ
’
－
－
は
さ
ら
に
そ
の
事
に
言
及
し
て
、

サ
ハ
ー
パ

「
カ
ズ
マ
ン
は
戦
傷
を
受
け
て
結
局
死
ん
だ
が
、
彼
が
正
に
息
を
引
き
取
る
時
、
教
友
の
一
人
で
あ
る
カ
タ
ダ

シ
ヤ
ヒ
ー
ド

・
ピ
ン
・
ノ
ー
マ
ン
は
彼
を
称
え
て
殉
教
者
と
言
っ
た
。
す
る
と
こ
の
時
始
め
て
カ
ズ
マ
ン
は
『
今
ほ
ん
と
の
こ

と
を
言
う
が
、
私
は
信
仰
の
た
め
に
戦
っ
た
の
で
は
な
く
、
自
分
の
家
族
と
部
族
の
名
声
の
た
め
剣
を
と
っ
た
の

で
し
た
」
と
告
白
し
て
死
ん
だ
と
い
う
」

こ
の
特
異
な
ハ
デ
ィ
ー
ス
（
預
言
者
の
言
行
録
）
と
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
ボ
ハ
ー
リ
の
解
説
に
関
し
て
イ
ブ
ン
・

ハ
ジ
ャ
ー
ル
・
ア
ス
カ
ラ
ー
’
一
は
次
の
よ
う
な
す
ぐ
れ
た
見
解
を
述
べ
て
い
る
。

「
啓
示
に
顕
わ
れ
て
な
い
限
り
誰
が
殉
教
者
で
あ
る
か
ど
う
か
、
ハ
ツ
キ
リ
し
た
こ
と
は
解
ら
な
い
。
第
二
代

目
カ
リ
フ
の
オ
マ
ル
は
か
っ
て
「
戦
場
で
戦
死
し
た
者
を
一
概
に
殉
教
者
と
主
張
す
る
よ
う
芯
と
と
は
し
な
い
で
、

預
言
者
の
言
わ
れ
た
よ
う
に
《
神
の
道
の
た
め
の
意
図
を
も
っ
て
戦
い
命
を
失
っ
た
者
と
、
完
全
に
他
意
と
過
誤

と
説
か
れ
て
い
る
。
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ー

な
く
し
て
命
を
落
し
た
者
を
殉
教
者
と
い
う
》
と
決
め
る
の
が
よ
い
と
思
う
』
と
言
っ
た
」

こ
の
説
は
又
別
の
資
料
を
通
じ
て
ア
ブ
ー
・
ザ
ッ
ル
に
よ
っ
て
確
め
ら
れ
支
持
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

「
あ
る
時
預
言
者
は
サ
ハ
ー
バ
た
ち
に
た
づ
ね
ら
れ
た
。
「
皆
さ
ん
は
殉
教
者
と
は
ど
ん
な
人
を
指
す
と
思
い

ま
す
か
』
サ
ハ
ー
バ
た
ち
は
答
え
て
日
く
「
武
器
に
よ
っ
て
攻
撃
を
う
け
、
そ
の
た
め
に
死
亡
し
た
者
を
殉
教
者

と
言
う
べ
き
と
思
い
ま
す
」
と
。
そ
こ
で
預
言
者
は
言
わ
れ
た
。
『
多
く
の
人
が
戦
場
で
傷
つ
い
た
り
死
ん
だ
り

す
る
が
、
全
部
が
必
ず
し
も
殉
教
者
で
は
な
く
、
又
す
べ
て
が
称
讃
に
値
す
る
と
は
限
ら
な
い
。
又
一
方
で
は
、

も
っ
と
多
く
の
人
々
が
天
寿
を
全
う
し
て
ベ
ッ
ド
の
上
で
死
ん
で
行
く
場
合
も
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
場
合
で
も
、

Ｔ
ル
与
口
１

そ
の
人
が
神
の
眼
よ
り
見
て
正
義
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
で
あ
れ
ば
殉
教
者
に
当
る
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
』
と
」

預
言
者
の
こ
れ
ら
の
言
葉
か
ら
我
々
は
誰
で
も
は
っ
き
り
殉
教
者
で
あ
る
こ
と
を
決
め
る
こ
と
は
難
し
い
と
い
う

ア
ル
ｃ
ｒ
Ｏ

事
実
を
明
確
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
結
局
”
神
の
み
が
真
の
殉
教
者
を
知
る
“
の
で
あ
り
、
他
人
が
外
見
よ

り
判
断
す
る
の
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
。
前
述
の
カ
ズ
マ
ン
の
件
は
聖
預
言
者
の
透
徹
せ
る
心
が
真
実
を
見
破
っ
た

稀
有
の
事
件
で
あ
り
、
預
言
者
ム
ハ
ム
マ
ド
（
彼
の
上
に
平
安
あ
れ
）
な
れ
ば
こ
そ
の
啓
示
的
直
感
に
よ
る
も
の
で

あ
ろ
う
か
。
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1心

九
、
戦
闘
行
為
に
お
け
る
法

戦
争
は
過
去
に
お
い
て
ｌ
現
在
に
お
い
て
も
そ
う
で
あ
る
が
Ｉ
き
わ
め
て
恐
怖
に
満
ち
た
記
録
を
人
類
の
歴

史
の
上
に
残
し
て
い
る
。
戦
場
に
お
け
る
激
し
い
闘
い
の
結
果
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
敵
味
方
の
非
戦
闘
員
の
受
け

る
強
烈
な
影
響
も
計
り
知
れ
な
い
。
特
に
敵
に
侵
入
さ
れ
た
国
家
は
無
慈
悲
に
躁
鯛
さ
れ
、
又
占
領
下
の
都
市
、
村

落
は
掠
奪
や
破
壊
を
被
り
、
住
民
は
年
令
・
性
別
の
差
も
な
く
苦
悩
の
底
に
あ
え
ぐ
の
が
通
例
で
あ
る
。
い
か
に
優

れ
た
戦
争
理
論
や
立
派
な
理
由
を
持
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
戦
争
と
は
結
果
に
お
い
て
大
体
そ
う
い
う
も
の
で
あ
る

こ
と
は
歴
史
の
事
実
が
証
明
し
て
い
る
。
イ
ス
ラ
ー
ム
が
戦
争
そ
の
も
の
を
否
定
し
な
い
の
は
す
で
に
述
べ
た
通
り

で
あ
る
が
戦
争
遂
行
に
当
っ
て
は
、
禁
止
さ
れ
て
い
る
行
動
上
の
制
限
が
数
多
く
あ
る
。

ま
づ
最
初
の
原
則
は
戦
闘
行
為
自
体
が
無
分
別
な
蛮
力
行
為
や
集
団
暴
力
の
行
為
で
あ
っ
て
は
絶
対
に
な
ら
な
い

丁
ル
サ
’

こ
と
で
あ
る
。
偉
大
な
る
神
の
教
た
る
イ
ス
ラ
ー
ム
は
、
厳
正
に
冷
静
に
神
の
定
め
ら
れ
た
法
を
守
っ
て
戦
闘
が
遂

行
さ
れ
る
こ
と
を
義
務
付
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

の
り

な
ん
じ
ら
に
戦
を
挑
む
敵
に
対
し
て
は
神
の
道
に
お
い
て
戦
え
。
そ
し
て
そ
の
範
を
超
え
て
は
な
ら
ぬ
。
ま
こ

ア
ル
ラ
０

と
に
神
は
法
を
越
え
る
者
を
愛
で
給
わ
ぬ
。
（
第
二
章
一
九
○
節
）

預
言
者
は
戦
闘
の
実
施
中
ム
リ
ス
ム
が
守
る
べ
き
枠
（
範
囲
）
を
設
け
ら
れ
、
染
こ
れ
を
信
者
に
厳
し
く
伝
達
し
た
。

先
づ
敵
対
国
の
国
民
を
二
大
別
し
て
戦
闘
員
（
直
接
戦
闘
に
参
加
す
る
国
民
）
と
非
戦
闘
員
と
し
後
者
の
中
に
は
戦
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‐
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Ｉ
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１
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闘
能
力
の
な
い
婦
人
、
子
供
、
老
人
、
不
具
者
、
病
弱
者
等
は
当
然
と
し
て
、
そ
の
他
戦
争
に
関
係
な
い
旅
行
者
、

僧
院
の
奉
仕
者
な
ど
を
含
め
て
そ
れ
ら
の
人
々
を
殺
害
す
る
こ
と
を
厳
禁
し
た
。
ハ
デ
ィ
ー
ス
に
は
次
の
よ
う
に
あ

「
敵
国
の
い
か
な
る
老
人
、
子
供
お
よ
び
婦
人
を
殺
し
て
は
な
ら
ぬ
」
（
ア
ブ
ー
・
ダ
ゥ
ー
ド
）

「
僧
院
に
在
る
僧
侶
、
礼
拝
の
場
に
座
る
人
々
を
殺
し
て
は
な
ら
ぬ
」
（
イ
ブ
ン
・
ハ
ン
グ
ル
）

ア
ブ
ド
ラ
・
ピ
ン
・
ウ
マ
ル
に
よ
れ
ば
、

「
あ
る
時
の
戦
い
で
、
預
言
者
は
地
上
に
婦
人
の
殺
死
体
を
見
て
厳
重
に
部
下
を
戒
め
、
婦
人
と
子
供
の
殺
害

を
禁
じ
た
。
又
別
の
戦
場
に
お
い
て
人
々
が
群
っ
て
い
る
の
で
事
情
を
尋
ね
さ
す
と
一
人
の
女
が
殺
さ
れ
た
と
い

う
。
こ
れ
を
き
い
て
預
言
者
は
、
『
戦
闘
と
関
係
の
な
い
非
戦
闘
員
、
特
に
女
や
子
供
は
殺
し
て
は
な
ら
な
い
。
な

ぜ
彼
女
に
剣
を
用
い
た
か
。
』
と
問
う
と
、
人
々
は
『
将
軍
に
お
尋
ね
下
さ
い
。
』
と
答
え
た
。
預
言
者
は
こ
の
司
令

官
に
人
を
送
っ
て
、
婦
人
と
奴
隷
の
殺
害
を
厳
禁
し
、
併
せ
て
敵
兵
の
焼
殺
も
禁
止
し
た
。

と
伝
え
て
い
る
。

又
Ｆ
敵
戦
闘
員
に
対
し
て
ム
ス
リ
ム
が
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
定
め
は
、

１
、
火
あ
ぶ
り
刑
の
禁
止

ハ
デ
ィ
ー
ス
の
中
に
現
わ
さ
れ
て
い
る
も
の
に
よ
れ
ば
、

ヲ
《
》
。
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ア
〃
７
０

「
火
に
よ
る
刑
罰
は
火
の
主
（
す
な
わ
ち
神
）
以
外
の
何
も
の
も
行
う
こ
と
は
出
来
な
い
。
）

（
ア
ブ
ー
・
ダ
ウ
ー
ド
の
書
）
ハ
ラ
ー
ム

預
言
者
の
こ
の
一
言
は
厳
し
く
守
ら
れ
て
、
ム
ス
リ
ム
は
ど
ん
な
敵
戦
闘
員
を
も
生
き
な
が
ら
に
焼
く
こ
と
は
禁
忌

と
し
て
こ
れ
を
避
け
る
。

「
預
言
者
は
部
下
の
ム
ス
リ
ム
た
ち
に
向
い
、
『
抵
抗
す
る
敵
は
戦
場
に
お
い
て
殺
せ
。
だ
が
焼
き
殺
し
て
は

ア
ル
の
ご
Ｉ

な
ら
な
い
。
火
を
以
て
罰
す
る
の
は
神
の
み
で
あ
る
雪
と
訓
令
を
出
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

２
、
戦
傷
者
の
保
護

「
傷
を
受
け
た
者
を
攻
め
て
は
な
ら
ぬ
。
」
と
預
言
者
が
言
わ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
場
合
に
該
当
す

る
者
は
、
傷
を
被
っ
て
す
で
に
戦
闘
能
力
を
失
い
敵
対
行
為
を
停
止
し
て
い
る
者
を
指
す
。

３
、
捕
虜
殺
害
の
禁
止

預
言
者
ム
ハ
ム
マ
ド
（
彼
の
上
に
平
安
あ
れ
）
は
明
白
に
、
「
戦
い
に
敗
れ
て
捕
え
ら
れ
た
者
を
剣
に
か
け
て

は
な
ら
ぬ
。
」
と
捕
虜
を
殺
害
す
る
こ
と
を
禁
じ
ら
れ
た
。

４
、
縄
を
か
け
た
ま
ま
処
刑
す
る
事
の
禁
止

「
誰
で
も
縛
ら
れ
た
ま
ま
の
者
、
又
は
囚
わ
れ
た
ま
ま
の
者
は
処
刑
し
て
は
な
ら
ぬ
。
」
と
預
言
者
は
言
わ
れ
た
。

有
名
な
サ
ハ
ー
バ
の
ア
ブ
ー
・
ア
ュ
ー
ブ
・
ア
ン
サ
ー
リ
の
許
へ
部
下
か
ら
報
告
が
と
ど
い
て
、
敵
兵
四
名
を
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縛
っ
た
ま
ま
斬
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
を
聞
い
て
彼
は
『
聖
預
言
者
は
こ
の
よ
う
な
殺
害
を
禁
止
さ
れ
た
筈
だ
。
私

は
神
か
け
て
、
鶏
で
も
こ
ん
な
殺
し
方
は
し
な
い
。
』
と
部
下
の
行
為
を
と
が
め
彼
ら
を
戒
め
た
と
い
う
。

５
、
掠
奪
と
破
壊
の
禁
止

イ
ス
ラ
ー
ム
軍
が
敵
国
に
入
っ
た
時
、
そ
の
地
の
金
品
や
貨
物
の
強
奪
、
掠
取
及
び
居
住
地
域
の
破
壊
、
非
戦

闘
者
の
財
産
に
手
を
触
れ
る
こ
と
を
預
言
者
は
厳
禁
さ
れ
掠
奪
と
分
捕
り
を
禁
じ
ら
れ
た
。
（
ボ
ハ
ー
リ
）

更
に
別
の
ハ
デ
ィ
ー
ス
に
よ
れ
ば
「
掠
奪
は
死
腐
肉
に
劣
る
い
ま
わ
し
い
行
為
で
あ
る
。
」

（
ア
ブ
ー
・
ダ
ウ
ー
ド
の
書
に
よ
る
）

初
代
カ
リ
フ
の
ア
ブ
ー
・
バ
ク
ル
・
シ
ィ
デ
ィ
ー
ク
が
シ
リ
ヤ
遠
征
軍
に
告
げ
る
訣
別
の
辞
の
中
で
「
詐
謀
を
用

い
ず
、
正
道
を
踏
み
は
ず
す
な
。
集
団
殺
人
を
し
て
は
な
ら
ぬ
。
女
、
子
供
、
老
人
は
一
人
で
も
殺
す
な
。
椰
子

の
木
を
倒
し
た
り
焼
い
た
り
す
る
な
。
果
樹
は
い
っ
さ
い
切
る
な
。
町
や
村
を
壊
す
な
。
農
地
や
庭
園
を
荒
す
な
。

家
畜
は
徒
ら
に
屠
ら
ず
に
養
え
。
他
教
の
修
道
院
の
僧
侶
を
避
け
て
通
れ
。
彼
ら
が
命
が
け
で
守
る
も
の
は
彼
ら

に
任
せ
て
お
け
。
民
衆
が
す
す
ん
で
食
糧
の
提
供
を
申
出
て
来
た
ら
そ
れ
を
受
け
よ
。
そ
の
時
は
神
の
御
名
を
唱

え
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
。
」
と
述
べ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
（
ア
ル
・
タ
バ
ー
リ
ィ
の
タ
ー
リ
フ
・
ア
ル
ラ
サ

ル
・
ワ
・
ア
ル
ム
ル
ク
）
し
か
し
戦
場
に
お
い
て
謹
得
せ
る
戦
利
品
に
つ
い
て
は
掠
奪
と
は
全
く
異
る
。
戦
利
品

と
は
敵
軍
の
司
令
部
、
陣
地
、
兵
営
、
衛
担
部
な
ど
軍
事
施
設
な
ど
か
ら
捕
盤
占
領
せ
る
武
器
、
弾
薬
、
糧
秣
そ

〆

－27－



の
他
の
軍
需
物
資
、
財
貨
な
ど
を
指
す
も
の
で
あ
る
。

６
、
個
人
財
産
の
不
可
侵

被
占
領
地
に
お
い
て
は
直
接
戦
闘
に
参
加
し
な
い
一
般
住
民
か
ら
代
価
を
払
う
こ
と
な
く
し
て
何
一
つ
取
っ
て

は
な
ら
な
い
。
イ
ス
ラ
ー
ム
軍
が
敵
地
に
進
駐
し
た
場
合
、
そ
の
地
の
住
民
の
所
有
物
を
、
そ
の
所
有
者
の
同
意

な
く
し
て
使
用
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
も
し
何
か
必
要
な
も
の
が
あ
れ
ば
代
価
を
払
っ
て
そ
れ
を
住
民
か
ら
購

入
●
す
る
か
、
あ
る
い
は
所
有
者
の
同
意
を
得
て
借
用
す
る
か
の
道
を
選
ば
ね
ば
な
ら
な
い
。

７
、
死
体
の
神
聖
保
持

イ
ス
ラ
ー
ム
以
前
の
ア
ラ
ビ
ア
の
悪
習
の
一
つ
で
あ
る
遺
体
侮
辱
に
つ
い
て
、
イ
ス
ラ
ー
ム
は
断
然
こ
れ
を
禁

止
し
た
。
こ
れ
に
関
し
ハ
デ
ィ
ー
ス
の
中
に
次
の
よ
う
に
簡
潔
に
記
さ
れ
て
い
る
。

「
敵
の
遺
体
を
段
損
し
て
は
な
ら
な
い
閨
（
ポ
ハ
ー
リ
）

こ
の
命
令
は
オ
ホ
ド
戦
後
の
際
き
わ
め
て
劇
的
な
背
景
の
下
に
、
く
だ
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
戦
い
で
は
イ

ス
ラ
ー
ム
軍
は
戦
況
不
利
と
な
り
多
く
の
戦
死
者
を
出
し
た
。
勝
ち
請
れ
る
敵
は
ム
ス
リ
ム
の
戦
死
者
の
遺
体
を

斬
り
刻
み
、
耳
や
鼻
を
そ
ぎ
落
し
て
戦
勝
の
首
飾
と
し
た
。
預
言
者
の
叔
父
ハ
ム
ザ
は
こ
の
戦
い
で
戦
死
し
、
そ

の
遺
体
を
奪
っ
た
敵
は
ハ
ム
ザ
の
腹
を
割
き
肝
を
取
り
出
し
て
、
敵
将
ア
ブ
ー
・
ス
フ
ィ
ャ
ー
ン
（
メ
ッ
カ
軍
の

総
指
揮
官
）
の
妻
ヒ
ン
ダ
が
そ
れ
を
呑
み
下
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
言
語
に
絶
す
る
光
景
を
目
撃
し
て
ム
ス
リ
ム
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し
い
。

Ｑ
鶏
鴻
阿
珪
約
条

８
、
敵
の
遺
体
の
返
還

ハ
ン
グ
ク

ま
た
メ
デ
ィ
ナ
防
衛
で
有
名
な
ア
ハ
ザ
ー
ブ
の
戦
い
（
別
名
「
残
壕
の
戦
い
」
と
呼
ば
れ
る
）
に
お
い
て
敵
の

高
名
歴
戦
の
勇
士
の
一
人
が
戦
死
し
、
そ
の
死
体
が
イ
ス
ラ
ー
ム
軍
の
残
壕
の
中
へ
落
ち
こ
ん
だ
。
敵
側
は
軍
使

を
派
し
て
一
万
デ
ィ
ナ
ー
ル
の
代
偵
金
支
払
い
を
条
件
に
遺
体
の
引
渡
し
を
申
入
れ
て
き
た
。
こ
れ
に
対
し
聖
預

言
者
は
「
私
は
死
体
を
売
買
す
る
考
え
は
な
い
。
自
由
に
持
ち
去
る
が
よ
い
」
と
こ
れ
を
返
還
し
た
。

こ
の
実
例
の
示
す
よ
う
に
敵
の
遮
体
は
敵
側
の
要
望
あ
れ
ば
事
情
の
許
す
限
り
こ
れ
を
返
還
す
る
こ
と
が
望
ま

､、

預
言
者
の
こ
の
驚
く
べ
き
忍
耐
、
抑
制
と
そ
の
偉
大
な
対
応
策
の
例
話
は
、
偏
見
と
斜
視
的
判
断
を
持
た
な
い

人
な
ら
誰
で
も
、
イ
ス
ラ
ー
ム
が
宇
宙
的
な
視
野
に
立
つ
宗
教
で
あ
る
こ
と
が
判
る
筈
で
あ
る
。
こ
の
際
、
個
人

的
な
感
情
を
捨
て
、
同
じ
方
法
で
報
復
す
る
の
挙
に
出
る
こ
と
な
く
全
く
別
の
方
法
で
「
歯
は
歯
」
に
報
い
た
の

側
の
怒
り
は
天
を
つ
い
た
。
こ
の
時
預
言
者
は
信
者
た
ち
を
静
か
に
諭
し
て
、
我
方
は
決
し
て
こ
の
よ
う
な
蛮
行

の
誤
ち
を
犯
す
こ
と
な
く
、
敵
の
遺
体
を
穀
損
し
た
り
侮
辱
を
与
え
た
り
し
て
は
な
ら
ぬ
と
申
し
渡
し
た
の
で
あ

ア
（
》
◎

で
あ
る
。

違
反
の
禁
止

、
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イ
ス
ラ
ー
ム
は
裏
切
行
為
を
強
く
禁
止
す
る
。
預
言
者
が
イ
ス
ラ
ー
ム
の
戦
士
を
戦
場
に
送
る
際
い
つ
も
い
わ

れ
た
こ
と
は
「
信
義
を
裏
切
っ
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
言
葉
で
あ
っ
た
。
信
義
を
尊
重
す
る
こ
と
の
教
訓
は
勿

論
コ
ラ
ー
ン
や
ハ
デ
ィ
ー
ス
で
繰
返
し
反
復
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
関
し
て
、
有
名
な
一
挿
話
が
あ
る
。

ホ
ダ
イ
ビ
ア
協
定
成
立
前
の
メ
ッ
カ
側
は
、
メ
デ
ィ
ナ
合
流
者
の
流
出
に
悩
ん
で
い
た
。
こ
の
点
を
解
決
す
る

た
め
、
協
定
の
一
条
件
と
し
て
、
メ
デ
ィ
ナ
ヘ
の
亡
命
者
は
即
時
メ
ッ
カ
側
に
引
渡
す
こ
と
、
そ
の
逆
は
か
ま
わ

ぬ
と
い
う
一
方
的
な
条
文
が
付
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
協
定
は
、
メ
ッ
カ
近
郊
の
ホ
ダ
ィ
ビ
ァ
に
お
い
て

預
言
者
ム
ハ
ム
マ
ド
と
メ
ッ
カ
側
の
代
表
者
ス
ハ
イ
ラ
（
当
時
は
ま
だ
非
ム
ス
リ
ム
）
の
間
で
か
わ
さ
れ
た
も
の

さ
て
メ
ッ
カ
に
は
ス
ハ
イ
ラ
の
息
子
ア
ブ
ー
・
ジ
ャ
ン
グ
ル
が
住
ん
で
い
た
。
彼
は
、
い
ち
早
く
ム
ス
リ
ム
に

な
っ
て
い
て
、
そ
の
た
め
他
の
ム
ス
リ
ム
同
様
迫
害
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
ス
ハ
イ
ラ
の
息
子
が
、
協
定

の
署
名
寸
前
に
預
言
者
の
保
護
を
願
っ
て
転
が
り
込
ん
で
き
た
か
ら
大
変
な
こ
と
に
な
っ
た
。
一
触
即
発
の
空
気

に
満
ち
、
あ
た
り
は
騒
然
と
な
っ
た
。

ム
ス
リ
ム
側
は
署
名
前
の
協
定
が
未
だ
発
効
さ
れ
て
な
い
と
し
、
ア
ブ
ー
・
ジ
ャ
ン
グ
ル
を
保
謹
す
る
こ
と
を

す
で

主
張
し
た
。
メ
ッ
カ
側
は
言
葉
に
よ
る
合
意
が
あ
っ
た
以
上
、
協
定
は
既
に
効
力
が
あ
り
、
ア
ブ
ー
・
ジ
ャ
ン
ダ

で
あ
る
。
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ル
は
引
渡
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
主
調
し
た
。

預
言
者
は
相
手
の
主
張
を
是
と
し
、
ア
ブ
ー
・
ジ
ャ
ン
グ
ル
に
「
君
は
メ
ッ
カ
に
か
え
り
た
ま
え
。
ア
ル
ラ
ー

が
君
を
護
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
も
う
し
ば
ら
く
の
辛
抱
で
あ
る
」
と
説
き
、
ア
ブ
ー
・
ジ
ャ
ン
グ
ル
も
こ
れ
を
納

得
し
た
。
も
っ
と
も
、
こ
の
決
定
の
裏
に
は
、
メ
ッ
カ
側
随
員
の
二
人
が
預
言
者
に
会
っ
て
、
ア
ブ
ー
・
ジ
ャ
ル

ダ
ン
の
生
命
の
保
証
を
申
し
出
た
こ
と
も
あ
る
。

と
も
あ
れ
、
一
旦
協
約
を
結
ん
だ
以
上
、
た
と
え
不
利
な
事
態
や
忍
び
難
い
出
来
事
が
起
き
て
も
、
約
条
は
守

ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
こ
と
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
例
は
他
に
も
あ
る
が
、
イ
ス
ラ
ー
ム
は
「
約

束
は
信
仰
の
生
命
」
と
ま
で
い
っ
て
い
る
。

～〆

－31－



’

一
○
、
戦
争
宣
言
の
規
準

イ
ス
ラ
ー
ム
の
教
え
に
よ
れ
ば
、
戦
争
の
開
始
は
ま
づ
敵
に
対
し
適
当
な
開
戦
の
布
告
を
な
し
た
後
に
行
わ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
相
手
の
集
団
（
国
家
）
が
す
で
に
侵
略
（
戦
闘
）
を
開
始
し
て
い
る
時
は
別
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
聖
コ
ラ
ー
ン
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

も
し
な
ん
じ
が
あ
る
集
団
（
国
家
）
よ
り
裏
切
ら
れ
る
恐
れ
が
あ
れ
ば
、
公
平
に
（
協
約
を
）
彼
等
に
返
せ
。

ア
ル
サ
Ｉ

め

ま
こ
と
に
神
は
裏
切
り
を
償
で
給
わ
ぬ
。
（
第
八
章
五
八
節
）

も
し
あ
る
事
情
に
よ
り
明
白
な
戦
宣
布
告
が
出
来
な
い
場
合
で
も
、
ム
ス
リ
ム
側
は
相
手
に
対
し
盟
約
の
存
在
の

消
滅
や
戦
争
状
態
に
入
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
べ
き
で
あ
る
。
か
り
そ
め
に
も
卑
劣
な
だ
ま
し
打
ち
行
為
に
出
る

ア
ル
の
ｒ
’

こ
と
は
神
の
厳
し
く
禁
止
さ
れ
て
お
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

現
代
の
戦
時
国
際
公
法
に
お
い
て
も
宣
戦
布
告
な
き
開
戦
行
為
は
違
法
と
さ
れ
て
い
る
が
、
所
詮
は
人
間
の
作
っ

た
法
規
で
あ
る
た
め
、
人
間
の
都
合
に
よ
り
何
時
勝
手
に
改
変
さ
れ
る
か
保
証
の
限
り
で
は
な
い
。
そ
れ
に
反
し
イ

ア
ル
ｏ
Ｕ
０

ア
ル
巳
ｆ
Ｏ

ス
ラ
ー
ム
法
は
神
の
定
め
ら
れ
た
徒
の
ゆ
え
に
神
以
外
の
何
者
も
こ
れ
を
変
え
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

ジ
ハ
ー
ド

以
上
述
べ
て
来
た
戦
争
ｌ
聖
戦
と
普
通
の
戦
争
と
を
問
わ
ず
Ｉ
に
関
す
る
イ
ス
ラ
ー
ム
の
徒
は
一
千
四
百
年

前
に
定
め
ら
れ
、
以
来
信
者
た
ち
は
こ
の
神
理
を
連
綿
と
し
て
守
り
続
け
て
き
た
の
で
あ
る
。
一
千
四
百
年
前
に
制

定
さ
れ
た
イ
ス
ラ
ー
ム
法
の
公
正
、
不
偏
性
は
、
進
歩
発
展
の
頂
点
に
在
る
と
い
わ
れ
る
近
代
文
明
の
今
日
に
お
い
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て
す
ら
不
滅
の
光
を
い
さ
さ
か
も
失
っ
て
い
な
い
。
世
に
い
う
「
右
手
に
剣
、
左
手
に
コ
ラ
ー
ン
」
な
る
句
は
、
故

意
か
あ
る
い
は
誤
解
に
よ
る
も
の
で
、
い
か
に
も
イ
ス
ラ
ー
ム
が
強
制
的
に
布
教
す
る
か
の
印
象
を
人
々
に
与
え
る
。

リ
バ
ー
ｒ

こ
の
句
は
聖
戦
の
語
と
も
無
縁
で
は
な
い
。
し
か
し
、
ジ
ハ
ー
ド
に
つ
い
て
は
こ
の
小
論
に
お
い
て
す
で
に
述
べ
た

所
で
明
ら
か
な
通
り
「
神
の
道
を
守
る
た
め
の
奮
闘
努
力
」
で
あ
り
、
強
制
布
教
の
手
段
で
は
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ

か
、
こ
れ
と
全
く
逆
に
イ
ス
ラ
ー
ム
は
宗
教
を
押
し
つ
け
る
こ
と
を
禁
止
し
て
い
る
。
聖
典
コ
ラ
ー
ン
に
は
、

宗
教
に
強
制
は
な
い
。
正
し
い
道
は
迷
い
の
道
か
ら
明
ら
か
に
区
別
さ
れ
る
。
邪
悪
を
退
け
て
ア
ル
ラ
ー
を
信

仰
す
る
者
は
壊
れ
る
こ
と
の
な
い
把
手
を
握
っ
た
者
で
あ
る
。
ア
ル
ラ
ー
は
全
聴
者
、
全
知
者
で
あ
ら
れ
る
。

（
第
二
章
二
五
六
節
）

と
明
記
さ
れ
て
お
り
、
も
し
「
剣
か
コ
ラ
ー
ン
か
」
の
句
が
力
に
よ
る
改
宗
を
意
味
す
る
と
す
れ
ば
、
コ
ラ
ー
ン
の

教
え
そ
の
も
の
に
反
す
る
背
信
行
為
で
あ
る
。
小
鳥
や
虫
の
生
命
す
ら
も
粗
末
に
し
な
い
イ
ス
ラ
ー
ム
的
な
考
え
か

ら
す
れ
ば
人
命
は
最
大
に
尊
重
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
そ
の
生
命
を
脅
か
し
て
信
仰
の
改
変
を
強
要
す
る
卑
劣
行

為
は
イ
ス
ラ
ー
ム
の
最
も
忌
み
嫌
う
所
で
あ
る
。

記
録
に
よ
れ
ば
預
言
者
の
生
存
時
代
、
大
小
の
戦
闘
に
お
い
て
イ
ス
ラ
ー
ム
側
の
戦
死
者
は
二
五
九
名
、
敵
側
七

五
九
名
、
合
計
一
、
○
一
八
名
だ
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
に
反
し
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
剣
に
よ
る
死
傷
者
の
数
は
、
例
え
ば

と

チ
ャ
ー
ル
ズ
大
帝
の
宗
教
戦
争
の
時
無
事
の
サ
ク
ソ
ン
人
四
、
五
○
○
人
の
殺
り
く
、
メ
キ
シ
コ
や
ペ
ル
ー
征
服
に
お
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け
る
ス
ペ
イ
ン
の
宗
教
裁
判
に
よ
る
集
団
虐
殺
、
セ
ン
ト
・
バ
ー
ソ
ロ
ミ
ュ
ー
の
竪
殺
、
マ
ル
デ
ブ
ル
グ
の
掠
奪
、

十
字
軍
の
捕
虜
血
祭
り
、
ナ
チ
ス
の
何
百
万
の
捕
虜
殺
害
、
近
代
史
以
後
の
恥
づ
べ
き
無
差
別
又
は
人
種
差
別
の
た

め
に
用
い
ら
れ
た
剣
や
銃
や
ガ
ス
や
核
弾
は
何
と
解
し
た
ら
よ
い
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
は
宗
教
の
如
何
を
問
わ
ず

神
を
お
そ
れ
ぬ
恐
る
べ
き
行
為
で
あ
る
。

第
一
次
大
戦
の
戦
死
者
の
数
は
二
千
万
人
と
い
う
。
つ
い
で
な
が
ら
直
接
戦
費
は
当
時
の
貨
幣
価
値
で
一
八
六
○

億
ド
ル
、
間
接
的
な
経
済
的
損
失
は
三
三
八
○
億
ド
ル
に
達
す
る
。
更
に
第
二
次
大
戦
は
二
二
○
○
万
人
の
戦
死
者

と
三
四
○
○
万
人
の
戦
傷
者
を
出
し
、
総
戦
費
は
何
と
一
兆
三
四
八
○
億
ド
ル
と
い
う
。

局
地
戦
争
と
い
わ
れ
る
朝
鮮
戦
争
で
さ
え
一
○
○
万
人
を
超
え
る
戦
死
者
と
民
間
人
の
死
者
を
、
萱
ず
る
と
五
○
○

万
人
に
上
る
と
い
う
の
が
莪
侭
文
明
世
界
に
お
け
る
剣
の
戦
い
の
結
果
で
あ
る
。

ム
ス
リ
ム
が
聖
戦
の
名
を
詐
用
し
て
権
力
増
強
や
領
土
拡
大
の
動
機
で
剣
を
用
い
た
場
合
、
こ
れ
は
ジ
ハ
ー
ド
で

は
断
じ
て
な
い
。
こ
れ
は
恥
づ
く
く
非
難
さ
る
べ
き
戦
争
で
あ
る
。

ム
ス
リ
ム
が
万
一
剣
を
用
い
て
（
ま
た
他
の
ど
の
よ
う
な
方
法
で
も
）
教
え
を
強
制
し
た
場
合
、
こ
れ
は
コ
ラ
ー

ン
に
反
す
る
重
大
な
背
信
で
あ
る
。
信
仰
固
き
ム
ス
リ
ム
に
し
て
、
こ
れ
ら
の
誤
ち
を
犯
す
こ
と
は
断
じ
て
あ
り
得

な
い
筈
で
あ
る
。
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あ
と
が
き

こ
の
小
論
は
パ
キ
ス
タ
ン
の
イ
ス
ラ
ミ
ッ
ク
・
フ
ァ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
の
出
版
に
よ
る
ご
讐
呂
冒
匡
四
日
、
（
ご

甲
９
．
シ
ｇ
巳
函
画
ョ
匙
盟
呂
菖
）
及
び
、
同
じ
く
パ
キ
ス
タ
ン
の
イ
ス
ラ
ー
ム
圭
践
遣
理
者
三
四
昌
営
画
鈩
ｇ
一

ど
画
三
四
重
目
昌
師
の
鯵
函
ロ
ョ
目
国
警
誌
冒
匡
四
日
、
を
重
要
な
参
考
資
料
と
し
て
編
集
し
た
も
の
で
す
。

一
九
七
八
年
三
月
九
日
（
Ａ
・
Ｋ
・
Ｓ
）
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一
《
ｐ
ｐ
■
も
２
■
。
□
■
■
ａ
■
ｏ
ａ
Ｉ
ｂ
Ｕ
２
Ｉ
０
２
３
ａ
■
も
▲
■
ｂ
０
２
２
０
ｏ
Ｑ
■
２
口
④
０
２
■
①
０
２
■
。
■
■
且
■
①
０
●
凸
■
申
０
２
５
合
▲
■
今
凸
日
も
▲
■
２
口
Ｇ
▲
Ｕ
ｅ
Ｇ
ｑ
２
Ｕ
２
Ｕ
Ｑ
０
ｂ
ａ
ｇ
２
■
も
凸

一
イ
ス
ラ
ー
ム
に
つ
い
て
の
諸
出
版
物
を
御
希
望
の
方
は
、
左
妃
の
一

一
諸
団
体
へ
御
連
絡
下
さ
い
。
な
お
毎
週
金
晒
日
、
東
京
と
神
戸
の
翼

一
ス
ク
に
お
い
て
、
粟
会
礼
拝
を
昼
の
十
二
時
半
よ
り
行
な
っ
て
お
り
一

一
ま
す
。
ふ
る
っ
て
御
参
加
下
さ
い
。

Ｆ
ｏ
０
●
０
．
９
０
。
■
Ｕ
●
０
．
０
・
Ｉ
Ｃ
■
■
●
ｌ
ｂ
Ｉ
。
■
３
１
●
１
。
。
■
ｃ
０
ｏ
１
ｏ
２
Ｑ
ｐ
。
白
。
。
ｌ
０
．
０
．
０
．
９
０
０
。
■
・
Ｄ
９
Ｉ
ｏ
Ｉ
．
●
１
０
．
１
１
．
１
口
ｑ
ｑ
０
、
Ｌ

東
京
○
東
京
イ
ス
ラ
ー
ム
マ
ス
ジ
フ
ド
０
３
（
４
６
９
）
０
２
８
４

束
京
都
按
谷
区
大
山
町
１
の
旧
〒
皿

Ｏ
日
本
ム
ス
リ
ム
協
会
０
３
（
３
７
０
）
３
４
７
６

束
京
郷
渋
谷
区
代
々
木
１
の
別
の
４
〒
皿

○
ム
ス
リ
ム
学
生
協
会
（
日
本
）
０
３
（
４
６
７
）
３
５
２
１

束
京
部
目
黒
区
駒
娚
４
の
５
の
釣
留
学
生
会
飽
〒
噸

○
イ
ス
ラ
ー
ム
文
化
協
会
０
３
（
４
６
７
）
２
０
３
６

束
京
都
渋
谷
区
富
ケ
谷
２
の
咽
の
露
〒
皿

○
日
本
イ
ス
ラ
ー
ム
教
団
０
３
（
２
０
９
）
２
９
８
８

束
京
都
新
宿
区
歌
舞
伎
町
略
ロ
イ
ヤ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
ピ
ル
内
〒
、

○
日
本
イ
ス
ラ
ム
団
体
協
譲
会
（
代
表
斉
藤
散
平
）

東
京
都
国
立
市
中
２
の
露
の
制
〒
晒

○
イ
ス
ラ
ー
ム
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
コ
ー０
３
（
８
３
３
）
５
９
９
１

束
京
郷
台
東
区
東
上
野
２
の
認
の
８

ア
ル
ラ
ー
フ
ア
ク
パ
ル
フ
タ
パ
ピ
ル

Ｏ
在
日
ト
ル
コ
人
協
会
０
３
（
４
９
６
）
０
８
０
４

束
京
都
渋
谷
区
大
山
町
１
の
陥

○
在
日
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
ム
ス
リ
ム
協
会

東
京
都
品
川
区
東
五
反
田
２
の
９

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
大
使
館
気
付

０
３
（
４
４
１
）
４
２
０
１
内
線
髄

Ｏ
ユ
ー
ス
・
ム
ス
リ
ム
・
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン

東
京
郷
世
田
谷
区
太
子
堂
５
の
”
の
脂

フ
ァ
ミ
ル
太
子
堂
亜
号

０
３
（
４
１
４
）
３
２
１
７

○
イ
ス
ラ
ー
ム
建
築
協
会
０
３
（
８
３
３
）
５
９
９
１

束
京
都
台
東
区
東
上
野
２
の
閲
の
８

○
パ
キ
ス
タ
ン
協
会
０
４
５
（
６
２
１
）
１
４
８
０

横
浜
市
中
区
山
手
町
皿

聖
ジ
ョ
セ
フ
学
園
内

京
都
○
日
本
イ
ス
ラ
ー
ム
友
愛
協
会
０
７
５
（
６
４
２
）
１
３
４
６

京
都
市
伏
見
区
深
軍
西
浦
町
４
の
記
築
山
設
計
礪
務
所
〒
鯉

大
阪
○
日
本
回
教
寺
院
（
ジ
ャ
パ
ン
・
イ
ス
ラ
ミ
ッ
ク
・
モ
ス
ク
）

０
６
（
３
６
５
）
１
６
５
１

大
阪
市
北
区
西
天
満
４
の
４
の
咽
高
楢
ピ
ル
西
蝕
２
Ｆ
〒
知

神
戸
○
神
戸
イ
ス
ラ
ー
ム
モ
ス
ク
０
７
８
（
２
３
１
）
６
０
６
０

神
戸
市
生
田
区
中
山
手
通
り
２
の
釘
〒
卸

徳
島
○
徳
島
イ
ス
ラ
ー
ム
教
育
セ
ン
タ
ー

徳
島
ハ
ー
リ
ド
学
院
〒
ｍ
０
８
８
６
（
２
２
）
４
０
８
６

徳
島
市
西
船
場
町
１
丁
目
園
新
居
ピ
ル
４
Ｆ

徳
島
市
一
の
宮
町
西
丁
〒
、
副
坂
井
樋

０
８
８
６
（
４
４
）
０
３
３
８

仙
台
○
イ
ス
ラ
ー
ム
文
化
セ
ン
タ
ー
０
２
２
２
（
６
７
）
１
７
１
６

仙
台
市
片
平
ｌ
の
２
の
鋤
清
香
ピ
ル
３
Ｆ

金
沢
○
日
本
イ
ス
ラ
ー
ム
青
年
同
盟
０
７
６
２
（
４
４
）
７
０
１
９

金
沢
市
泉
本
町
１
の
７
の
２
泉
屋
書
店
〒
必

北
海
道

○
北
海
道
ム
ス
リ
ム
協
会
０
１
１
（
８
１
１
）
２
１
１
３

札
幌
市
盟
平
区
畳
平
３
の
ｌ
阿
部
ビ
ル

○
苫
小
牧
イ
ス
ラ
ー
ム
ソ
サ
エ
テ
ィ
０
１
４
４
（
７
２
）
５
１
８
６

苫
小
牧
市
弥
生
２
丁
目
３
の
ｌ
の
、
荒
井
節
雄
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◆
イ
ス
ラ
ー
ム
入
門
シ
リ
ー
ズ

「
サ
ラ
ー
ト
』
（
礼
拝
）

『
サ
ウ
ム
』
（
断
食
）

『
ザ
カ
ー
ト
』
（
喜
捨
）

『
ハ
ッ
ジ
」
（
巡
礼
）

『
イ
ス
ラ
ー
ム
の
生
き
方
』

『
ム
ハ
ム
マ
ド
』

『
イ
ス
ラ
ー
ム
の
家
族
生
活
』

『
イ
ス
ラ
ー
ム
の
政
治
理
論
』

『
イ
ス
ラ
ー
ム
の
休
日
と
儀
式
』

『
イ
ス
ラ
ー
ム
と
女
性
』

◆
『
ア
ッ
サ
ラ
ー
ム
』
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー

一
号
「
メ
ッ
カ
巡
礼
記
」

二
号
「
メ
ッ
カ
へ
の
道
①
」

三
号
「
わ
が
体
験
的
文
明
鏡
」

四
号
「
特
集
山
岡
光
太
郎
」

五
号
「
前
嶋
信
次
博
士
を
囲
ん
で
」

六
号
「
ジ
ャ
ー
ヒ
リ
ヤ
の
ア
ラ
ビ
ア
」

「
イ
ス
ラ
ー
ム
教
と
仏
教
」

刊
行
勿
弓
配

◆
そ
の
他
の
刊
行
物

『
イ
ス
ラ
ー
ム
と
は
な
に
か
』

『
ヒ
ジ
ラ
・
カ
レ
ン
ダ
ー
』

『
文
化
講
演
会
レ
ポ
ー
ト
』

『
宗
教
は
過
去
の
も
の
か
』

『
イ
ス
ラ
ー
ム
の
理
解
』

『
イ
ス
ラ
ー
ム
の
教
育
哲
学
』

「
イ
ス
ラ
ー
ム
に
生
ま
れ
て
』

『
イ
ス
ラ
ー
ム
と
社
会
的
責
任
』

御
希
望
の
も
の
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
当
セ

ン
タ
ー
ま
で
御
連
絡
く
だ
さ
い
。

七
号

十
号

八
号

九
号

「
ム
ハ
ム
マ
ド
・
ア
リ
と
マ
ッ
コ

イ
・
タ
イ
ナ
ー
」

「
東
ア
フ
リ
カ
沿
岸
部
の
ア
ラ
ブ

的
世
界
」

「
中
央
ア
ジ
ア
の
イ
ス
ラ
ー
ム
教

徒
」「
イ
ス
ラ
ー
ム
人
物
列
伝
①
」

「
メ
ッ
カ
大
巡
礼

ｌ
ハ
ッ
ジ
」

「
聖
ム
ハ
ム
マ
ド
伝
」
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遇

聖コラーン朗唱テープやイスラームに関する講演・討論会の

テープ、その他の諸文献、並びにムスリム諸国に関するフィ

ルムについては、当センターへお問い合わせ下さい。当セン

ターでは、相互理解を深める為、皆様の御利用をお待ちして

おります。

昭和53年7月10日

発行所 イスラミックセンター， ジャパン

所在地東京都渋谷区上原3 －31－11

〒151

m（03）460－6169

製作㈱方泉社

東京都千代田区神田小川町1－10

〒101m（03)253-2771(代）」



】

I


